
私 の勤務す る 会社を紹介し ます

福岡市民会館

60年にわたり親しまれてきた福岡市

民会館を継承する施設として福岡市拠

点文化施設「福岡市民ホ ール」が令和 7

(2025) 年 3月に開館します。

福岡市民会館はその歴史を閉じるま

で残すところ1年となりましたが、読者

の皆様の記億に残してもらいたいとい

う思いで私たちの職場を紹介したいと

思います。

福岡市民会館は福岡市民の学術文化

の向上、市民福祉の増進を図るため、

昭和 38(1963) 年 10月に開館しました。

以来、60年にわたってコンサー トや滅

劇、舞踊・バレエの発表会など多くの

皆様に親しまれてきました。開館当時

は国際会議もできる本格的な施設とし

て福岡市の発展に大きく寄与してきま

した。 昭和 56(1981) 年に福岡サンパ

レスが完成するまでは、福岡市最大の

ホ ールとして国際会議をはじめ数多く

の催し物に使用されていましたが、近

年では福岡国際会議場やマリンメッセ

福岡といった大規模コンベンション施

福岡市民会館の全景（福岡県立美術館屋上より撮影）

設ができ、全国から多くの人たちが訪

れる大会等はほとんど開かれなくなり

ました。それでも開館から長い年月が

経過したいまも、福岡市の文化の殿堂

として重要な役割を果たしています。

大ホ ー ル客席は1層スロー ブ式で客

席数は 1,770 席のワンフロア型ホ ー ル

であり、舞台と客席の一体感が体感で

きる構造になっています。回り 舞台と

大小の迫舞台をもち、印象的な演出や

舞台転換に使用さ れてきました。354

席を備えた小ホ ー ルも併設していま

す。平成21(2009) 年には日本音響家

協会が選出する優良ホ ー ル 100選にも

選ばれている施設です。

平成 18(2006) 年度からは指定管理

者制度により株式会社福岡市民ホ ール

サービスが管理運営を担っております。

ここで少し私たち株式会社福岡市民

ホ ールサー ビスを紹介させてください。

福岡市民会 館 開 館に合わ せ管理

業務を担うため、「株式会社福岡ホ ール

サー ビスセンタ ー」として福岡市民会

大ホ ー ル
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開館当時の外観

開館当時のロビー

現在のロビー

館の 開館に先立ち同年 10月に設立発

足。会館内に本社を構え（令和 5(2023) 

年 4月に移転）、舞台技術・音響技術・

照明技術をお客様に提供し、すべての

催事が円滑に進行できる よう、さまざ

まなサポー トを行ってまいりました。社

名は「株式会社福岡市民会館サー ビス

センター」を経て、昭和 53(1978) 年 1月

に現在の株式会社福岡市民ホ ールサー

ビスとなりました。まさに福岡市民会

館とともに歴史を刻み、歩んできた会

社です。

現在、福岡市民会館をはじめ 2 施設

小ホ ー ル
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